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要 旨 
単一型電波望遠鏡のデータを自動で蓄積、解析するために、DOSコマンド類を用

いたバッチファイルとＣ言語で自作したプログラム類を組み合わせて、自動的に観

測データを解析するシステムを構築する手法を開発し、その有効性について検証し

た。 

１. 研究動機・目的 
本同好会では単一型電波望遠鏡を自作し、2015年3月10日の太陽フレアによる電

波変動を検出し高い評価を得ている。しかし、観測したデータは、毎回手作業でデ

ータを検出装置から抽出して記録用パソコンへダウンロードして解析を行ってい

た。本研究では自動でファイルを取り込み解析することで、太陽の電波変動を見逃

さないためのシステム構築について研究を行った。 

２. 研究の基礎知識 
従来の観測データ処理では、図１のように定期的に観測ファイルを手作業で解析

用パソコンに保存方法する必要があった。使用した検出装置内では、観測ファイル

は999件が上限であり、それを超えると上書き処理が行われる構造になっている。 

３. 自動観測システムの研究 
３-１システムの構成 

研究開発したシステムは図２の構成となっている。  

３-２自動蓄積部分の動作 

Windows上で自動蓄積システムを実現するため、DOSコマンドを用い

て自動でデータを抽出する手順をバッチファイルとして作成した。FTP

サーバーに接続し、操作するのでバッチファイルとは別にスクリプ

トファイルを用意した。21:00に自動実行するため、タスクスケジュ

ーラで設定している。 

【バッチファイルの動作】（図３参照） 

(1) 日付を取得して日付名のフォルダを作る 

(2) 作ったフォルダへ移動する 

(3) スクリプトファイルを読み込み、全ファイルの取得と保存 

(4) ファイルリストを作成する 

（ファイル名を取得し、全てのファイルを処理させるため 

  リストファイルを作成） 

３-３自動解析部分の動作 

観測データは1/100秒に1回1つデータが記録されており、6:00～

18:00まで連続的に記録している。そこでグラフを作成するためにデ

ータファイルの変換処理を行うプログラムを作成した。 

・A/D変換データの解析 

観測ファイルには、データ№、日付、時間、電波強度、方位、仰角

の、6項目が記録されている。電波強度、方位、仰角はA/D変換後の整

数値で、それぞれ電圧、または角度データに変換する必要があり、Ｃ

言語でプログラムを作成し変換した。 

４.現在までの処理結果  
自動処理で、１日分を取りまとめ、A/D変換値を、それぞれ、電圧ま

たは角度に変化した図４に示すマスターデータファイルを作成するこ

とができた。 

５. 考察・まとめ 
今回、開発したシステムでは、自動でFTPサーバーへログインしデータを取り込み、自動でA/D変換された値を解析

することができた。機能単位に処理プログラムを作成し、それをバッチファイルで接続して全体の機能を実現すると

いう手法でシステムを構築した。そのため、全体の機能修正や機能変更に対応しやすく開発しやすく効率的な開発作

業が実現できたと考えている。ただ処理時間はかかるが、リアルタイム処理を望まなければ、十分実用に耐える開発

手法であるといえる。 

システムをさらに改良し、自動でグラフ化する仕組みをEXCELとの連携で実現するプログラム類の開発を進め、電

波変動をわかりやすく表示し、電波の変動を自動で検出する仕組みを実現したい。 
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図１ データ加工の流れ（手作業） 

図２ 処理システム構成 

図３ ファイル収集BAT 

図４ 変換後のマスターファイル例 


